
酒造好適米「吟の精」玄米のタンパク質含量に対する施肥条
件と生育の影響

加藤武光・嶋貫和夫・畠山俊彦・眞喝：聡

バク質含量は美山錦よりやや多く、基肥0．8k
g／aでは8％を越えた区がみられた（第2図）。
追肥条件を込みにした平均値でみると基肥0．
6kg／乱では7．8％であり美山錦と同じであった
が、0．8kg／乱では8．1％となり美山錦の7．9％よ
り多かった。
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（5）梓長・倒伏とタンパク質含量
吟の精の稗長と倒伏程度の関係をみると、

梓長が85cm程度であれば倒伏はほとんどみら
れないが、これより長くなるにつれて倒伏程
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第1表　年次別施肥条件（N一kg／a）
年　 次 基　 肥 追　 肥

合　 計 備　 考分 け つ　期 幼 稚 形

成 期

減 数 分

裂 期

平　 成　 2　 年 0 ． 6

0 ．2 0 ．0 0 ．0 0 ． 8

中 古 手 植

2 2 ．2 株 ／ ポ

2 区 制

0 ．0 0 ．0 0 ．2 0 ． 8

0 ． 2 0 ．0 0 ．2 1 ． 0

0 ．8

0 ． 2 0 ．0 0 ．0 1 ． 0

0 ． 0 0 ．0 0 ．2 1 ． 0

0 ． 2 0 ．0 0 ． 2 1 ． 2

平　 成　 3　 年 0 ． 6

0 ． 0 0 ．0 0 ． 0 0 ． 6

中 酋 機 械 植

2 0 ． 8 株 ／ ポ

3 区 制

0 ． 2 0 ．0 0 ． 0 0 ．8

0 ． 0 0 ．2 0 ． 0 0 ．8

0 ． 0 0 ． 0 0 ． 2 0 ．8

0 ． 2 0 ． 0 0 ． 2 1 ． 0

0 ． 0 0 ． 2 0 ． 2 1 ． 0

平　 成　 4　 年 0 ．6 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 6 機　 械　 構 、　 3　 区　 制

0 ． 0 0 ． 0 0 ． 2 0 ．8 苗 、 密　 度　 は　 第　 2　 表　 参　 照

平　 成　 5　 年 0 ．6

0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ． 6

中 古 機 械 植

2 6 ． 0 株 ／ ポ

3 区 制

0 ． 2 0 ． 0 0 ． 0 0 ．8

0 ． 0 0 ． 2 0 ． 0 0 ．8

0 ． 2 0 ． 2 0 ． 0 1 ．0

0 ． 8

0 ． 0 0 ． 0 0 ． 0 0 ．8

0 ．2 0 ． 0 0 ． 0 1 ．0

0 ． 0 0 ． 2 0 ．0 1 ．0

0 ．2 0 ． 2 0 ．0 1 ．2

（注：分けつ期追肥は田植20日後に行った）

第2表　苗の種類・栽植密度とタンパク質含量

品　 種　 名

苗 の

種 類

栽 植

密 度

減　 数　 分　 裂　 期　 追　 肥

無 0 ．2 k g ／a

吟　 の　 精 中　 古

密　 植 7 ．3 ％ 8 ．3 ％

2 4 ．0 2 7 ．8 g 2 9 ，0 g

標　 準 7 ．2 7 ．9

2 1 ．0 2 7 ．4 2 8 ．4

疎　 植 7 ．4 8

1 8 ．0 2 7 ．3 2 8 ．1

稚　 苗 標 卜準 7 ．2 8 ．2

2 1 ．0 2 7 ．2 2 8 ．4

美　 山　 錦 中　 古 標 準

2 1 ．0

7 ．2

2 5 ．3

（注）上段がタンバク質含量、下段が千粒重　栽植密度は株／撼

第3表　タンパク質総含量と施肥・各形質との相関
タンパ ク
質含 量

湖 巴
窒義 絶 量

基 肥
垂 素量

旦肥
窒 素量 千粒 垂 棉 長 穂 長 穂 数 倒伏 収量 腑拉致 －一一滴 粒数

タ ンパ ク質含 量 1

施 肥 垂素総 量 0．69 14靂靂l 1

基 肥 窒素 量 0．664 6糾＊ 0．58 5 1 1
迫 月嘘 素 量 0．36 7 6 0．80 6 2＊‡＊ －0．008 0 1
千 粒重 －0．098 2 －0．2 20 6 0．05 5 2 －0．312 3 1

程　 長 0．4 69 6 1 0．28 6 3 0．04 78 0．318 1 －0．46 02 1
穂　 長 0．20 7 6 0．24 7 1 －0．176 6 0．433 5 ＊ －0．75 26 1雷l 0．6 485 ＊＊l 1

穂　 数 0．37 9 1 1 0．27 2 3 0．4 14 6 l 0．03糾 0．604 4 Il －0．2 22 2 －0．5 27 0 1
倒　 伏 －0．039 8 －0．14 0 3 －0．5 02 2＊ 0．193 3 －0．55 88 ＊霊 0．7 788 … 0．6 66 6… －0 ．6 060 1‡ 1
収　 量 －0．173 1 0．09 8 9 －0．056 0 0．162 8 0．63 79 ＊＊ －0．6 44 3日 －0．3 85 6‡ 0 ．5 138 ＊ 一刀．6 183 11 1
比 蝮 タ ンパ ク官 0．槌 3 1 0．52 5 9 0．12 1 7 0．59 14 0．07 14 0．6 786 0．2 57 4 0 ．2 288 0．4 6 41 1l 一仇 0 3 17
比 故 収量 －0．238 8 －0 ．28 4 9 －0．132 4 ・欄．266 6 0．738 6 －0．4 328 －0．8 53 3 0 ．4 934 1 I．35 75 1l 0．26 7 77
上b較侃h快 －0．13 11 －0．3 25 2 －0．600 6 0．059 6 －0．31 15 0．7 954 0．6 67 1 一刀．4 324 0．9 142 Il ・欄．5 6 76
腑 拉致 0．3 744 0．52 2 2 1‡ 0．42 3 1 l 0．335 3 0．14 03 －0．3 27 2 －0．2 45 4 0 ．7 625 相 －0 ．63 33 ‡l 0．4 8 89 I 1
一 棟 粒数 －0．023 5 0．44 4 2 t －0．0 22 5 0．564 1 1暮－0．59 38 ‡＊ －0．104 5 0．3 01 1 ・欄．2 289 －0．0 149 ・皿 0 3 23 0．35 87 1

n＝20　5％＝0．37834、1％＝0．51550、　0．1％＝0．64809
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